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Ⅱ－03 区分別売上集計表 

区分別売上集計表の役割 
区分別売上集計表は売上実績・予算(達成率)・消化率・入荷・在庫等を 

指定した任意の区分で集計し、出力する帳票です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 

①項目移動について 

項目移動は Enter キーまたはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（← →）キーでも可能です。 

②マスター表示機能 

各マスター項目でスペースキー押下にてマスターデータの参照が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

ここで出力され

る予算は、あら

かじめ予算マス

ターにて入力し

ておく必要があ

ります。 

 

 

なお、在庫は集

計期間内に売上

のある品番や店

舗（集計種別）の

みの在庫になり

ます。 

場合によっては

在庫があっても

現在庫として集

計されない事が

ありますのでご

注意ください。  

条件指定画面 

売上集計画面 

 集計種別 

 集計期間 

 出力順 

 販売数量  店舗倉庫指定 

納品先指定 

販路区分指定 

地区指定 

担当者指定 

ブランド指定 

アイテム指定 

季節(ｺｰﾄﾞ)指定 

カラー指定 

サイズ指定 

仕入先指定 

品番指定 

フリー項目指定 
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Ⅱ－03-01 区分別売上集計表 
 

操作方法 

1. 集計種別 

 集計種別を指定します。 

 前回の表示内容を初期表示で引継ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 「7-季節別」～「24-フリー項目 10 別」を指定した場合、消化率・在庫の表示形式を選択できます。 

  

 

 

 

 11、12 を選択した場合、              のチェックボックスの使用が可能になります。 

 画像を表示させたい場合は、チェックを入れます。 

2. 集計期間 

 売上を集計する期間を指定します。集計期間は、作業日付、伝票日付から選択可能です。 

 2018 年 5 月 1 日の場合、18 05 01 または 2018 05 01 と入力可能です。 

 一日限定で出力したい場合は範囲指定の開始と終了を同日で指定します。 

 前回の表示内容を初期表示で引継ぎます。 

 「集計期間」の文字をクリックし、表示されたカレンダーから日付を選択することも可能です。 

 カレンダーが開始のみ表示された場合は、左上の「20」の画像を押すと、 

 終了のカレンダーも表示されます。カレンダーを閉じるときは右上の×ボタンを押します。 
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3. 出力順 

出力されるデータの出力順を指定します。 

 出力順は以下の 8種類いずれかで指定可能です。前回の表示内容を初期表示で引継ぎます。 

 また、出力するデータの順位指定が可能です。順位は整数での入力になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 販売数量 

 販売数量の範囲指定が可能です。数量は整数での入力になります。 

 未入力の場合、全販売数量の商品を対象とします。 

  例 1：販売数量 1000 以上            例 2：販売数量 1000～10000 のもの 

 

 

5.  

 出荷確認前の明細を売上に計上しない場合にチェックします。 

6.  

 商品マスターの上代金額で集計結果を出力するかどうかを指定します。 

 チェックすると、集計の１行目に商品マスターの上代での集計結果を追加で表示します。 

7.  

 上代金額と下代金額、どちらで金額を計算するか指定します。 

8. 店舗倉庫、納品先、販路区分、地区、担当者、ブランド、アイテム、季節、カラー、サイズ、仕入先、品番、フリー

項目から出力するデータの抽出条件を指定します。 

 未入力の場合明細に存在する全ての項目を対象とします。 

 それぞれの項目で、個別指定・範囲指定が可能です。 

 個別指定・範囲指定はタブ操作で切替えが可能です。 

 フリー項目は｢フリー項目マスター｣で登録した項目での抽出が可能です。 

＜範囲指定＞ ＜個別指定＞ 

 全選択 ボタン 

リストの全行にチェックを入れます。 

全解除 ボタン 

リストの全行のチェックをはずします。 
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9. 集計ボタン 

 表示設定、抽出条件の設定が終了したら、集計ボタンをクリックし、集計結果を表示します。 

10. 終了ボタン 

 終了する場合は終了ボタンを押します。 

＜品番の場合の範囲指定＞ 

 品番の先頭数桁に合致
する品番を抽出します。 

＜品番の場合の個別指定＞ 

品番検索リスト 
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売上集計画面 
条件指定画面で指定した条件で集計されたデータを確認する画面です。 

売上集計画面は選択した集計種別によって出力される項目が変わります。 

予算の設定が可能な項目を集計種別にする場合には、予算(目標)と達成率が出力されます。 

予算の設定が不可能な項目の集計種別にする場合には、消化率や現在庫が出力されます。 

 

＜目標/達成率の表示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜消化率、在庫数の表示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算（目標/達成率）出力有無の条件 

 予算（目標/達成率）の出力の有無は集計種別により以下のようにわかれます。 

  

予算（目標/達成率）が出力される集計種別 予算（目標/達成率）が出力されない集計種別 

0－倉庫・店舗別 

1－担当者別 

2－スタッフ別 

3－卸先別（本社集計） 

4－卸先別（支店集計） 

5－販路区分別 

6－地区別 

7－ブランド別 ※ 

8－アイテム別 

9－季節別 

10－仕入先別 

11－品番別 

12－品番別 SKU 別 

13－カラー別 

14－サイズ別 

15－フリー項目別 

※ブランド管理導入時に指定可能です。 

抽出画面で｢消化率｣と｢在庫｣の選択欄が表示されなければ｢予算(目標/達成率)｣が出力され、 

表示されれば｢消化率｣と｢在庫数｣が出力されます。

目標/達成率 

前年/前比 

原価 

粗利益 

目標/達成率 

入荷（原価ベース） 

前年/前比 

原価 / 消化率 

粗利益 

現在庫 
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並べ替えボタン 

 売上集計画面で表示順を変更することができます。 

 ボタンを押すと、条件画面が表示されます。並べ替えできる項目は以下の 18 種類のいずれかで指定可能です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 並べ替える項目は３項目まで指定できます。 

 昇順、降順の指定も可能です。 

 ３項目すべてを指定する必要はありませんが、必ず、「最優先される項目」から順に指定します。 

 同じ項目を複数指定することもできません。 

 

 また、売上集計画面のヘッダー部をクリックすることでも表示順を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  左クリックで降順（▼）、右クリックで昇順（▲）に並べ替えが可能です。 

  （ ）内の数字は並べ替えの順位を表示します。 

  ３項目まで指定できます。 

並べ替え条件の指定をリセットしたい場合は画面左下部にある              をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

並べ替えクリア 
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拡大表示 

集計表示画面の上部をダブルクリック、もしくは最大化ボタンをクリックすると集計表示画面が最大化され、画面に表

示される明細数も多くなります。集計結果の件数が多いときにおすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷ボタン 

印刷プレビューを表示したい場合は、印刷ボタンを押します。  

 

 

最大化ボタン ダブルクリック 

＜初期表示＞ ＜最大化後＞ 

選択した累計種別を 

タイトルとして表示 
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Excel 出力ボタン 

 売上集計結果を Excel ファイルに出力し、保存することができます。 

 

 Excel 出力ボタンを押すと、Excel ファイルの保存先指定の画面が表示されます。 

 保存する場所とファイル名を設定し保存ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ご使用の NBS 環境によって、保存先の指定方法は異なります。 

  『デスクトップ』を直接指定すれば、ローカルのコンピューターのデスクトップに保存できる場合と、 

  階層を指定しないとローカルのコンピューターを指定できない場合があります。 

 

戻るボタン 

戻るボタンを押すと条件指定画面へ戻ります。 
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Ⅱ－03-02 売上構成推移 
 

操作方法 

1. 機能選択を行います 

マウスまたはアクセスキーにて[機能]-[売上構成推移]を選択します。 

 

2. 集計種別 
 集計種別を指定します。 

 前回の表示内容を初期表示で引継ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 集計期間 

手入力、または   マークにて開始年月の設定と何ヶ月分出力するかを指定します。 

 

 

4. 売上金額 

表示する金額を「下代金額」「上代金額」から指定します。 

 

5. 集計項目 

棒グラフ(主軸)：「売上」「粗利」「入金」より指定します。 

折れ線グラフ(2 軸)：「売上予算」「売上」「粗利」「入金」から選択します。 

上位＿位まで出力：1 位～50 位まで指定が可能です。 

            ※指定の順位以下はその他項目に合算され出力されます。 

 

6. 抽出条件の指定 

各項目にて、抽出条件を範囲指定、個別指定にて指定可能です。 

また、未入力の場合明細に存在する全ての項目を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 集計 

条件を指定後に、集計ボタンを押すと結果が Excel のグラフとして出力されます。 

※ファイルへの保存は Excel の機能から行ってください。 



出荷管理システム 

 

 10 

 

 

 

 

 

棒グラフ(主軸) 

折れ線グラフ(2 軸) 

集計表 


